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　近年，核医学用データ処理装置は広く普及して

いるが，このたびわれわれの施設で導入した装置

の概要について報告する．

　cpuは2台あり，メインは，　PDP－11／60（96　k

W，DEC），可搬型はPDP－11／03　L（32　kW）であ

る．メインcpuには14MWのディスクを2台，

MT，カメラインターフェース，カラーCRT（16

kW，　Conrac）それに2台のコンソールという通

常の基本構成であるが，そのほかに，プリンタ

（180文宇／秒），フロッヒ゜一ディスク（1MB），　PTR，

PTP，16ch．のAD変換器を備えている．これに

加えて，医用画像，すなわち，X線像，　CT，超

音波，RI（動態，　RCTなど）の処理のための周辺

機器として，ビジコンカメラ（浜松TV），ライト

ペン付きのグラフィックCRT（DEC），ディジタ

イザ（HP），　e．s．プリンタ／プロッタ（Versatec），ス

トレージ型CRT（Tektronics），カラーモニタ（芝

測），VTR（ビクター）を備えた．可搬型cpuで

もカメラインターフェースを持っており，メイン

cpuとのデータの授受はフロッピーディスクで行

ない4chの汎用スケーラ（Cambera）により，　R

CG，レノグラム，　WBC，シンチスキャナなどの

データ収集，処理を行なう．ソフトウェアでは核

医学用のソフト（Gamma－11）やFORTRAN，　BA－

SIC，　APLのほかに種々の画像収集，表示，統計，

科学計算などのソフトウェアパッケージを備え，

医用画像処理を中心とした汎用機として稼動しゃ

すいシステムとした．

36．Kr－81　m注入による脳血流動態の解析

　　一負荷テストについて
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　超短半減期放射性稀ガス81mKr内頸動脈持続注

入法による脳血流動態の臨床的有用性に関しては，

i33Xe　rCBF　functional　imageと対比し昨年の本研

究会にて報告した．今回は，本法を用いて，注入

側と反対側の総頸動脈圧迫負荷を施行し，灌流領

域の変化をとらえることにより，前大脳動脈，前

交通動脈系を介する対側への側副血行の機能を検

討した．

　測定方法は，日本メジフィジックス社製の81mKr

ジェネレータを用い，2チャンネルのinfusion

pumpにて，蒸留水で81mKrを抽出，同量の1．8

％食塩水と混合して，内頸動脈内のカテーテルを

介して一定流速で持続的に注入した．計測は注入

開始後約3分で，Vertex　viewにて，シンチカメ

ラで25万カウントの像を得た．その後，注入側と

反対側の総頸動脈を圧迫し同様に記録した．この

得られたイメージと脳血管造影所見と比較検討し

た．対側総頸動脈圧迫時のイメージでは，対側へ

の灌流領域の広がりが対側前大脳動脈しか広がら

ないもの，対側前大脳，中大脳動脈まで広がるも

のなど，種々の程度に認められたが，脳血管造影

上とのcross　fillingとの解離が認められる症例も

あった．脳血管造影でのcross　fillingの評価は種

種の技術的な問題（注入圧，注入量，カテーテル

の位置など）もあり，一定の見解が得られていな

いが，本法では，その技術的問題も除外でき，よ

り生理的な状態でのcross　fillingの評価が可能で

あると考えられた．
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